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Ａ 障害のある幼児児童生徒は，その障害によって，各教科等にお

いて育まれる資質・能力の育成につまずきなどが生じやすい。そ

のため，個々の実態把握によって導かれる「人間としての基礎的

な行動を遂行するために必要な要素」及び「障害による学習上又

は生活上の困難を改善・克服するために必要な要素」，いわゆる心

身の調和的な発達の基盤に着目して指導するものが自立活動であ

り，自立活動の指導が各教科等において育まれる資質・能力を支

える役割を担っている。 
（特支学習指導要領解説自立活動編 第３章１(1)）         

 

 

・ 自立活動は，特別支援学校の教育課程において特別に設けられた指導領域である。この自立活動

は，授業時間を特設して行う自立活動の時間における指導を中心とし，各教科等の指導においても，

自立活動の指導と密接な関連を図って行われなければならない。 

・ 小・中学校等の特別支援学級や通級による指導においては，児童生徒の障害の状態等を考慮する

と，小学校又は中学校の教育課程をそのまま適用することが必ずしも適当ではなく，特別支援学校

小学部・中学部学習指導要領に示されている自立活動等を取り入れた特別の教育課程を編成する必

要性が生じる場合がある。 

（特支学習指導要領解説自立活動編 第３章 1(2)）         

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

自立活動は，知的障害のある児童生徒に限らず，どの障害種においても指導が必

要です。 

自立活動は，学校の教育活動全体を通じて指導します。これは，「自立活動の時

間における指導」以外に，各教科等を合わせた指導（日常生活の指導等）や各教

科の時間の中でも，自立活動に関連した「各教科等における指導」を行うという

ことです。その際，「自立活動の時間における指導」と「各教科等における指導」

は，綿密な関連を保つことが必要になります。 

Ｑ 自立活動の指導とは？ 
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〇自立活動の内容 

 自立活動の内容は６つの区分の下に２７項目があります。 

区分 項目 

１ 健康の保持 （1） 生活のリズムや生活習慣の形成に関すること。 

（2） 病気の状態の理解と生活管理に関すること。 

（3） 身体各部の状態の理解と養護に関すること。 

（4） 障害の特性の理解と生活環境の調整に関すること。 

（5） 健康状態の維持・改善に関すること。 

２ 心理的な 

安定 

（1） 情緒の安定に関すること。 

（2） 状況の理解と変化への対応に関すること。 

（3） 障害による学習上又は生活上の困難を改善・克服する意欲に関すること。 

３ 人間関係の 

形成 

（1） 他者とのかかわりの基礎に関すること。 

（2） 他者の意図や感情の理解に関すること。 

（3） 自己の理解と行動の調整に関すること。 

（4） 集団への参加の基礎に関すること。 

４ 環境の把握 （1） 保有する感覚の活用に関すること。 

（2） 感覚や認知の特性についての理解と対応に関すること。 

（3） 感覚の補助及び代行手段の活用に関すること。 

（4） 感覚を総合的に活用した周囲の状況についての把握と状況に応じた行動

に関すること。 

（5） 認知や行動の手掛かりとなる概念の形成に関すること。 

５ 身体の動き （1） 姿勢と運動・動作の基本的技能に関すること。 

（2） 姿勢保持と運動・動作の補助的手段の活用に関すること。 

（3） 日常生活に必要な基本動作に関すること。 

（4） 身体の移動能力に関すること。 

（5） 作業に必要な動作と円滑な遂行に関すること。 

６ コミュニ 

ケーション 

（1） コミュニケーションの基礎的能力に関すること。 

（2） 言語の受容と表出に関すること。 

（3） 言語の形成と活用に関すること。 

（4） コミュニケーション手段の選択と活用に関すること。 

（5） 状況に応じたコミュニケーションに関すること。 

（特支小中学習指導要領 第７章第２，        

特支高学習指導要領 第６章第２款）を基に作成 
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自立活動は，三つの柱から整理されていません。しかし，自立活動は心身の調和

的な発達の基盤に着目して指導するものであり，自立活動の指導が各教科等にお

いて育まれる資質・能力を支える役割を担っています。 


